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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第56期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第57期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第56期

会計期間

自平成21年
４月１日
至平成21年
６月30日

自平成22年
４月１日
至平成22年
６月30日

自平成21年
４月１日
至平成22年
３月31日

売上高（千円） 5,196,2345,502,97719,965,235

経常利益（千円） 395,871 658,6771,823,346

四半期（当期）純利益（千円） 232,072 57,7871,064,470

純資産額（千円） 36,428,46937,210,56337,064,575

総資産額（千円） 40,464,26541,559,25441,727,558

１株当たり純資産額（円） 1,676.411,711.941,705.24

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 10.73 2.67 49.24

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） － － －

自己資本比率（％） 89.5 89.0 88.3

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
232,610△266,1392,876,232

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△256,678△325,786△114,235

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△189,936△154,489△319,284

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（千円） 6,362,9038,270,1919,016,532

従業員数（人） 717 725 705

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。
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２【事業の内容】

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

３【関係会社の状況】

　当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。なお連結子会社である株式会社関西エム

ディ総研は、平成22年４月に連結子会社である株式会社くらし企画を存続会社として合併しております。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成22年６月30日現在

従業員数（人） 725 (313)

　（注) 従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は、当第１四半期連結会計期間の平均人員を（　）内に外数で記載して

おります。　

(2）提出会社の状況

 平成22年６月30日現在

従業員数（人） 192 (35)

　（注）従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は、当第１四半期会計期間の平均人員を（　）内に外数で記載しており

ます。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第１四半期連結会計期間の生産実績を報告セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 金額（千円） 前年同四半期比（％）

ファインケミカル 2,906,228 －

ポーラスマテリアル 1,096,240 －

合計 4,002,468 －

　（注）１．金額は販売価格によっており、セグメント間の内部振替前の数値によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

３．サービス、不動産関連事業については、生産活動を伴わないため、記載しておりません。

(2）受注状況

　当社グループ（当社及び連結子会社）は見込み生産を行っているため、該当事項はありません。

(3）販売実績

　当第１四半期連結会計期間の販売実績を報告セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 金額（千円） 前年同四半期比（％）

ファインケミカル 2,752,784 －

ポーラスマテリアル 1,169,736 －

サービス 1,238,066 －

不動産関連 342,391 －

合計 5,502,977 －

　（注）１．セグメント間の取引については、相殺消去しております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２【事業等のリスク】

当第１四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。　

　

３【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断したも

のであります。

(1) 業績の状況

　当第１四半期連結会計期間におけるわが国の経済は、上向き始めた企業業績を受け、個人消費は持ち直しの動きが見

られるものの、欧州における金融不安の発生など、依然として景気の先行きは不透明な状況が続いております。

　このような経済状況の下で、当社グループ（当社及び連結子会社６社）は、各事業の特色や技術を活かしながら新し

いことへチャレンジし、お客様に製品・サービスにおいて新しい付加価値を提供する「クルマと暮らしの輝きを創造

する企業グループ」を目指して営業活動に努めてまいりました。

　この結果、当第１四半期連結会計期間の業績は、売上高5,502百万円（前年同期比5.9%増）、営業利益605百万円（同

76.0%増）、経常利益658百万円（同66.4%増）となり、投資有価証券評価損を特別損失として計上したこと等により、

四半期純利益は57百万円（同75.1%減）となりました。

　報告セグメントごとの営業の業績は次のとおりであります。

（ファインケミカル）

　日本国内の自動車用品業界におきましては、景気刺激策による自動車販売の回復を受け、自動車をとりまく事業環境

は好転しておりますが、個人消費は依然として低調のまま推移しております。このような中、消費者市場向け製品販売

においては、ガラス用お手入れ製品「ガラコ」が、昨年に引き続き実施した消費者向けキャンペーンの効果により販

売が増加し、「ガラコワイパーパワー撥水」を中心としたワイパーの取扱い店舗が増加したことで、販売が好調に推

移しました。

　また、業務用製品の販売においては、自動車販売の好調な回復を受け、自動車メーカーや自動車ディーラー向けＯＥ

Ｍ製品の販売が好調に推移しました。しかし家庭用品の分野では、主力製品の「メガネのシャンプー」の販売が苦戦

しました。

　海外向け販売では、一部の国や地域で円高の影響は残るものの、中国やロシア向け輸出が増加したことで販売が順調

に推移しました。 

　これらの結果、当第１四半期連結会計期間におけるファインケミカル事業部門は、家庭用品を除く販売が順調に推移

したことで、売上高は2,752百万円となり、販売促進費等の販管費の見直しや管理コストの削減に努めたことで営業利

益は298百万円となりました。

　　　

（ポーラスマテリアル）

　産業資材部門におきましては、国内外の半導体業界市況の改善や設備投資の再開の流れに乗り、受注が順調に回復

し、前年を上回る結果となりました。

　生活資材部門におきましては、自動車向け商品の販売が好調であったものの、気化熱利用の冷却グッズ等の生活用

品が天候不順の影響を受けて販売が苦戦しました。また、輸出においてはアメリカ等への販売が好調に推移し、その

他の地域への輸出も回復傾向にあるものの、世界的な消費低迷の影響を受け、ほぼ昨年並みの売上高となりました。

　これらの結果、当第１四半期連結会計期間におけるポーラスマテリアル事業部門の売上高は1,169百万円となり、管

理コストや原材料の見直し等の合理化に取り組んだことで、営業利益は161百万円となりました。　　　

（サービス）

　自動車関連サービスにおきましては、自動車サービスを取り巻く環境の好転や、好調な自動車販売の影響を受けた

整備や鈑金の好調な受注に加え、作業の効率化に取り組んだことで順調に推移しました。また、新規取引先の開拓も

すすみ、事業を拡大しました。

　自動車教習事業におきましては、幅広い教習内容を持つ強みを活かし、地域に根付いた積極的な営業活動を行った

結果、普通免許や二輪免許の入所者が増加しました。その一方で二種免許や大型車免許等の稼動を絞ったことで、昨

年と同水準の売上高となりましたが、安全運転講習やエコドライブ講習等の企業向け研修の受注が順調に推移した

ことで、全体では昨年を若干上回る売上高となりました。

　一方、生協向けの家庭用品企画販売事業におきましては、企画採用アイテム数は増加したものの、生協の販売が苦戦

する中、企画当たりの売上が落ち込み販売が苦戦しました。そしてチラシ掲載費用の効率改善のため、利益率の悪い

商品の取り扱いを中止する等、事業の効率化を行ったことで前年を上回る利益は確保しました。

　これらの結果、当第１四半期連結会計期間におけるサービス事業部門は、売上高が1,238百万円となり、営業利益は

76百万円となりました。
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（不動産関連）

　不動産賃貸事業におきましては、当社の所有する主な物件で賃料収入が安定し、ほぼ昨年並みの売上高となりまし

た。

　一方、温浴事業におきましては、３店舗それぞれにおいて周年祭等の独自イベントの実施や飲食メニューの改定な

ど、引き続きお客様満足度向上の為の活動に取り組んだことで３店舗合計の来店客数は増加しましたが、店舗数の減

少により前年と比較して減収となりました。

　これらの結果、当第１四半期連結会計期間における不動産関連事業部門の売上高は342百万円、営業利益は66百万円

となりました。

　

(2) キャッシュ・フローの状況

　当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は8,270百万円（前連結会計年度末は9,016百万

円）となり、746百万円減少いたしました。

　「営業活動によるキャッシュ・フロー」は266百万円の支出（前年同期は232百万円の流入）となりました。これは

主に、税金等調整前四半期純利益292百万円、減価償却費184百万円、売上債権の増加額478百万円、たな卸資産の増加

額102百万円、仕入債務の増加額135百万円と、法人税等の支払額690百万円を主要因としております。

　「投資活動によるキャッシュ・フロー」は325百万円の支出（前年同期比26.9%増）となりました。これは主に、有

形固定資産の取得による支出79百万円、有価証券・投資有価証券の取得による支出607百万円、有価証券・投資有価

証券の売却及び償還による収入401百万円を主要因としております。

　「財務活動によるキャッシュ・フロー」は154百万円の支出（同18.7%減）となりました。これは主に、配当金の支

払によるものです。

　

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結会計期間において、重要な変更及び新たに発生した事業上及び財務上の対処すべき課題はありま

せん。

(4) 研究開発活動

　当社グループは多様化、高度化、精密化した顧客のニーズに対応していくため、ファインケミカル事業部門とポーラ

スマテリアル事業部門において、製品の研究開発を進めております。

　当第１四半期連結会計期間における研究開発活動の状況及び研究開発費の金額は次のとおりであります。

　なお、当第１四半期連結会計期間における研究開発費の総額は、139百万円であります。

（ファインケミカル）

　当事業における当第１四半期連結会計期間の研究開発費は91百万円となっております。

　なお、当第１四半期連結会計期間において、２件の特許が成立しております。

　当事業の研究開発活動は合計16名で行っております。

（ポーラスマテリアル）

　当事業における当第１四半期連結会計期間の研究開発費は47百万円となっております。

　なお、当第１四半期連結会計期間において、特許の成立はありません。

　当事業の研究開発活動は合計25名で行っております。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2）設備の新設、除却等の計画

当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画した重要な設備の新設、除却等について、重要な変

更はございません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 60,000,000

計 60,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成22年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年８月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 22,274,688 22,274,688
東京証券取引所

（市場第二部）

完全議決権株

式であり、権利

内容に何ら限

定の無い当社

における標準

となる株式

単元株式数：

100株　

計 22,274,688 22,274,688 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金
増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成22年４月１日～

平成22年６月30日
－ 22,274 － 2,310,056 － 3,116,158

（６）【大株主の状況】

大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において大株主の異動は把握しておりません。
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（７）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成22年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

 平成22年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 　普通株式    660,700 －

完全議決権株式であり、

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式　

完全議決権株式（その他） 　普通株式 21,611,600 216,116 同上

単元未満株式 　普通株式      2,388 － 同上

発行済株式総数 22,274,688 － －

総株主の議決権 － 216,116 －

（注）当第１四半期連結会計期間末の自己株式数は、660,800株であります。

②【自己株式等】

 平成22年３月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

　㈱ソフト99コーポレー

ション

大阪市中央区谷町２丁目

６番５号　
660,700 － 660,700 2.97

計 － 660,700 － 660,700 2.97

（注）当第１四半期連結会計期間末の自己株式数は、660,800株であります。

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
４月

　
５月

　
６月

最高（円） 650 658 552

最低（円） 577 486 506

　（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりであります。

(１)役職の異動　

新役名 新職名 旧役名 旧職名 氏名 異動年月日

常務取締役 人事総務部長 取締役 人事総務部長 平野　泰彦 平成22年７月23日

常務取締役 経理部長 取締役 経理部長 西川　保 平成22年７月23日　
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）及び前第１四半期連結累計期間

（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第１四半期連結

会計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成22年４月１日から

平成22年６月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平

成21年６月30日まで）及び前第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第１四半期連結会計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）及び当第１四半

期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、ペガサス大和

監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,697,780 9,241,880

受取手形及び売掛金 3,271,460 2,792,380

有価証券 1,017,741 801,485

商品及び製品 1,377,427 1,329,046

仕掛品 279,925 248,684

原材料及び貯蔵品 478,381 455,082

繰延税金資産 219,327 306,368

その他 309,411 265,281

貸倒引当金 △34,813 △33,207

流動資産合計 15,616,644 15,406,999

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1
 5,169,214

※1
 5,224,348

機械装置及び運搬具（純額） ※1
 953,261

※1
 987,094

工具、器具及び備品（純額） ※1
 137,113

※1
 151,557

土地 14,392,876 14,392,876

建設仮勘定 25,194 15,671

その他（純額） ※1
 43,321

※1
 42,003

有形固定資産合計 20,720,981 20,813,551

無形固定資産

のれん 5,337 7,132

その他 154,552 164,115

無形固定資産合計 159,890 171,248

投資その他の資産

投資有価証券 4,057,314 4,143,342

長期預金 400,000 600,000

繰延税金資産 418,677 406,302

その他 263,515 263,549

貸倒引当金 △77,769 △77,436

投資その他の資産合計 5,061,737 5,335,758

固定資産合計 25,942,610 26,320,558

資産合計 41,559,254 41,727,558
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,093,147 957,851

未払法人税等 168,821 701,438

未払金及び未払費用 868,455 866,830

その他 476,916 432,429

流動負債合計 2,607,341 2,958,550

固定負債

退職給付引当金 929,398 936,446

役員退職慰労引当金 416,866 416,134

再評価に係る繰延税金負債 63,466 63,466

その他 331,617 288,385

固定負債合計 1,741,348 1,704,432

負債合計 4,348,690 4,662,982

純資産の部

株主資本

資本金 2,310,056 2,310,056

資本剰余金 3,116,158 3,116,158

利益剰余金 31,748,197 31,841,706

自己株式 △329,929 △329,918

株主資本合計 36,844,482 36,938,003

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 30,063 △207,628

土地再評価差額金 91,329 91,329

為替換算調整勘定 35,873 35,254

評価・換算差額等合計 157,266 △81,044

少数株主持分 208,815 207,616

純資産合計 37,210,563 37,064,575

負債純資産合計 41,559,254 41,727,558
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

売上高 5,196,234 5,502,977

売上原価 3,467,444 3,489,928

売上総利益 1,728,789 2,013,049

販売費及び一般管理費 ※1
 1,384,517

※1
 1,407,244

営業利益 344,272 605,804

営業外収益

受取利息 21,003 14,403

受取配当金 11,841 20,863

その他 21,838 19,604

営業外収益合計 54,683 54,871

営業外費用

支払利息 651 140

その他 2,433 1,859

営業外費用合計 3,084 1,999

経常利益 395,871 658,677

特別利益

貸倒引当金戻入額 6,138 －

固定資産売却益 21,904 －

特別利益合計 28,042 －

特別損失

投資有価証券評価損 － 335,838

投資有価証券売却損 1,861 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 25,977

固定資産除却損 4,012 546

その他 927 4,260

特別損失合計 6,801 366,622

税金等調整前四半期純利益 417,113 292,054

法人税、住民税及び事業税 172,347 177,659

法人税等調整額 12,308 52,357

法人税等合計 184,656 230,016

少数株主損益調整前四半期純利益 － 62,038

少数株主利益 384 4,250

四半期純利益 232,072 57,787
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 417,113 292,054

減価償却費 218,495 184,814

のれん償却額 2,393 1,795

受取利息及び受取配当金 △32,845 △35,266

支払利息 651 140

売上債権の増減額（△は増加） △577,900 △478,892

たな卸資産の増減額（△は増加） 11,154 △102,693

仕入債務の増減額（△は減少） 46,201 135,265

その他 255,861 392,213

小計 341,123 389,430

利息及び配当金の受取額 28,989 35,318

利息の支払額 △651 △638

法人税等の支払額 △136,851 △690,249

営業活動によるキャッシュ・フロー 232,610 △266,139

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の取得による支出 △100,100 △200,639

有価証券の売却及び償還による収入 200,051 400,081

有形固定資産の取得による支出 △306,549 △79,563

有形固定資産の売却による収入 108,887 9,764

投資有価証券の取得による支出 △194,871 △406,950

投資有価証券の売却及び償還による収入 23,994 1,349

その他 11,910 △49,828

投資活動によるキャッシュ・フロー △256,678 △325,786

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 － △11

配当金の支払額 △189,936 △154,478

財務活動によるキャッシュ・フロー △189,936 △154,489

現金及び現金同等物に係る換算差額 4,347 73

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △209,657 △746,341

現金及び現金同等物の期首残高 6,572,560 9,016,532

現金及び現金同等物の四半期末残高 6,362,903 8,270,191
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

１．連結の範囲に関する事項の変更 (1)連結の範囲の変更　

　㈱くらし企画と㈱関西エムディ総研は、平成22年４月１日に㈱くらし企画を

存続会社として合併いたしました。

(2)変更後の連結子会社の数

　６社　

２．持分法の適用に関する事項の変更 該当事項はありません。　

３．会計処理基準に関する事項の変更 資産除去債務に関する会計基準の適用

　当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業

会計基準第18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準

の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用し

ております。

　これにより、営業利益、経常利益はそれぞれ435千円、税金等調整前四半期純

利益は26,413千円減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資

産除去債務の変動額は36,460千円であります。

　

企業結合に関する会計基準等の適用

　当第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計

基準第21号　平成20年12月26日）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業

会計基準第22号　平成20年12月26日）、「「研究開発費等に係る会計基準」の

一部改正」（企業会計基準第23号　平成20年12月26日）、「事業分離等に関す

る会計基準」（企業会計基準第７号　平成20年12月26日）、「持分法に関する

会計基準」（企業会計基準第16号　平成20年12月26日公表分）及び「企業結

合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用

指針第10号　平成20年12月26日）を適用しております。

　

【表示方法の変更】

当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

　（四半期連結損益計算書）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様式及

び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当第１

四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。　

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第１四半期連結会計期間末
（平成22年６月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

※１　有形固定資産の

　　　減価償却累計額

9,883,953千円 ※１　有形固定資産の

　　　減価償却累計額

9,854,306千円

　２　輸出手形買取高 129,496千円 　２　輸出手形買取高 116,648千円
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（四半期連結損益計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

　広告宣伝費 196,221千円

　販売促進費 73,334 

　荷造運賃 141,434 

　貸倒引当金繰入額 2,122 

　役員・従業員給与諸手当 409,633 

　退職給付費用 20,475 

　役員退職慰労引当金繰入額 13,410 

　減価償却費 40,396 

　研究開発費 145,547 

※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

　広告宣伝費 187,406千円

　販売促進費 75,022 

　荷造運賃 143,144 

　貸倒引当金繰入額 839 

　役員・従業員給与諸手当 431,160 

　退職給付費用 17,908 

　役員退職慰労引当金繰入額 19,282 

　減価償却費 39,010 

　研究開発費 139,070 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

(1）現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲

記されている科目の金額との関係

(1）現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲

記されている科目の金額との関係

（平成21年６月30日現在） （平成22年６月30日現在）

 （千円）

現金及び預金勘定 6,517,745

預入期間が３ヶ月を超える定期

預金
△154,842

現金及び現金同等物 6,362,903

 

 （千円）

現金及び預金勘定 8,697,780

預入期間が３ヶ月を超える定期

預金
△427,589

現金及び現金同等物 8,270,191

 

（株主資本等関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成22年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日　至　

平成22年６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式　　22,274千株

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　    660千株

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

４．配当に関する事項

　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日

定時株主総会
普通株式 151,297 7.0平成22年３月31日平成22年６月30日利益剰余金　
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（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

 前第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日）

 
クルマ
（千円）

暮らし
（千円）

産業
（千円）

その他
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高        

(1）外部顧客に対する

売上高
3,262,835901,791964,56567,0415,196,234 － 5,196,234

(2）セグメント間の内

部売上高又は振替

高

8,191 379 24,98923,93757,497(57,497) －

計 3,271,026902,170989,55490,9795,253,731(57,497)5,196,234

営業利益 265,08319,98714,44843,746343,266 1,006 344,272

　（注）１．事業区分の方法

事業は、製品の系列及び市場の類似性を考慮して区分しております。

２．各区分に属する主要な製品等

事業区分 主要製品等

クルマ

洗車用品（カーワックス等）、自動車用補修・整備用品、その他・家

庭用品等、自動車教習事業、オートリース事業、オートサービス事業、

自動車鈑金塗装事業

暮らし 温浴事業、家庭用品企画販売事業

産業 工業用の研磨材、濾過材、吸水・洗浄材、生活用品等

その他 不動産賃貸事業　

　

【所在地別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日）

本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地セグメント情報の記載

を省略しております。　

　

【海外売上高】

前第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日）

 アジア 北米 欧州 その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 355,440 161,570 101,544 16,954 635,508

Ⅱ　連結売上高（千円） － － － － 5,196,234

Ⅲ　海外売上高の連結売上高

に占める割合（％）
6.8 3.1 2.0 0.3 12.2

　　（注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。

２．各区分に属する地域の内訳は次のとおりであります。

アジア……中国、台湾、シンガポール、インドネシア、マレーシア他

北米………アメリカ、カナダ

欧州………ドイツ、イギリス、ロシア他

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。
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【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要　

　当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源

の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

　当社グループは、自動車用化学製品の製造販売のほか複数の業種にわたる事業を営んでおり、業種別に区分さ

れた事業ごとに事業計画を立案し、また、業績評価や投資意思決定をしております。したがって、当社グループの

事業セグメントは、当該業種別に区分された主たる事業別のセグメントによって識別しており、「ファインケミ

カル事業」「ポーラスマテリアル事業」「サービス事業」及び「不動産関連事業」の４つを報告セグメントと

しております。

　「ファインケミカル事業」は主に、自動車用化学製品の製造及び販売の事業を行っております。

　「ポーラスマテリアル事業」は主に、ポリビニルアルコール等の精密多孔質体の製造及び販売の事業を行って

おります。

　「サービス事業」は主に、自動車整備・鈑金、自動車教習、生活用品企画販売の各事業を行っております。

　「不動産関連事業」は主に、自社所有物件の賃貸並びにそれらを利用した温浴事業を行っております。　

　

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

当第１四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年６月30日）

　 （単位：千円）

　

報告セグメント
調整額
（注）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）

ファイン
ケミカル　　　

ポーラス
マテリアル

サービス 不動産関連 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売

上高
2,752,784　 1,169,7361,238,066342,3915,502,977 － 5,502,977

セグメント間の

内部売上高又は

振替高

7,468 18,966 4,778 24,404 55,618(55,618) －

計 2,760,2521,188,7021,242,844366,7955,558,596(55,618)5,502,977

セグメント利益 298,917161,42276,702 66,511603,5532,251 605,804

（注）セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っており、セグメント利益の調整額

2,251千円は、セグメント間取引消去によるものであります。

　

（追加情報）

　当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成

21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20

号　平成20年３月21日）を適用しております。
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（有価証券関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成22年６月30日）　

１．満期保有目的の債券で時価のあるもの

　該当事項はありません。

２．その他有価証券で時価のあるもの

 取得原価（千円）
四半期連結貸借対照表
計上額（千円）

差額（千円）

(1）株式 781,005 1,155,644 374,639

(2）債券 　 　 　

①　国債・地方債等 99,947 100,601 653

②　社債 3,819,750 3,514,760 △304,990

③　その他 － － －

(3）その他 179,723 163,348 △16,375

合計 4,880,427 4,934,354 53,927

　（注）当第１四半期連結累計期間において、その他有価証券で時価のあるものについて335,838千円の減損処理を

行っております。なお減損処理にあたっては、四半期連結会計期間末における時価が取得原価に比べ、50％

以上下落した場合には原則として全て減損処理を行い、30～50％程度下落した場合には、当該金額の重要

性、回復可能性等を考慮して必要と認められた額について減損処理を行っております。

（デリバティブ取引関係）

該当事項はありません。

（ストック・オプション等関係）

　該当事項はありません。

　

（企業結合等関係）

　㈱くらし企画は、㈱関西エムディ総研を平成22年４月１日に吸収合併しております。当該吸収合併は連結子会社

同士の合併であり、共通支配下の取引等に該当しますが、重要性が乏しいため注記を省略しております。

　

（資産除去債務関係）

　該当事項はありません。

　

（賃貸等不動産関係）

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成22年６月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

１株当たり純資産額 1,711.94円 １株当たり純資産額 1,705.24円

２．１株当たり四半期純利益金額等

前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 10.73円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 2.67円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

四半期純利益（千円） 232,072 57,787

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 232,072 57,787

期中平均株式数（株） 21,614,064 21,613,883

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

（リース取引関係）

当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

１.オペレーティング・リース取引（貸主側）　

　

未経過リース料　

１年内 73,179　　千円

１年超 90,994　　千円

合計 164,173　　千円
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２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年８月７日　

株式会社ソフト９９コーポレーション

取締役会　御中

ペガサス大和監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 安原　誠吾　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 薩摩　嘉則　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ソフト９９

コーポレーションの平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成21年４

月１日から平成21年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る

四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書

について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場か

ら四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ソフト９９コーポレーション及び連結子会社の平成21年６月30

日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正

に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が連結財務

諸表に添付する形で別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年８月９日　

株式会社ソフト９９コーポレーション

取締役会　御中

ペガサス大和監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 安原　誠吾　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 松山　治幸　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ソフト９９

コーポレーションの平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成22年４

月１日から平成22年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）に係る

四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書

について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場か

ら四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ソフト９９コーポレーション及び連結子会社の平成22年６月30

日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正

に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が連結財務

諸表に添付する形で別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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